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　「未来づくりプロジェクト」は町田市の都市の魅力を高めるため、町田市が持つ強み
と、市民生活をより充実させるための要素を結び、１０年を超える長期的な視点に立っ
て進める取り組みです。町田市基本計画「まちだ未来づくりプラン」の推進において先
導的な役割を果たす次の５つのプロジェクトで構成されています（事業名一部再掲）。
1．�地域社会づくりを基本とするまちづくりプロジェクト� ３億２８２５万円�
玉川学園コミュニティセンター整備事業、新たな地域協働推進事業

2．�町田駅周辺の魅力を向上させるプロジェクト� １億１０６８万円�
芹ヶ谷公園芸術の杜整備事業、中心市街地整備事業、創業支援・企業等立地促進事業

3．�団地再生に向けたプロジェクト� ６７５万円�
団地再生推進事業

4．�みどりを活用したまちづくりを推進するプロジェクト� ４億８２７６万円�
町田薬師池公園四季彩の杜整備事業、北部丘陵整備事業

5．基幹交通機能を強化するプロジェクト� １億４９５３万円�
　多摩都市モノレール延伸促進事業、小田急多摩線延伸促進事業、路線バス利用促進事業

「未来づくりプロジェクト」とは

※�【新規】は、２０１７年度から開始される新規事業です。
※�各枠内に示した事業は、「まちだ未来づくりプラン」に定められた４つの「まちづくり基本目標」を達成するため
に「町田市５ヵ年計画１７－２１」に位置づけられた重点事業及びそれに類する事業です。
※�複数年度にわたる事業についても、２０１７年度の予算額のみ掲載しています。
※�各事業の詳細は、冊子「平成２９年度（２０１７年度）予算概要」でお知らせしています。冊子は市政情報課（市庁舎１
階）、各市立図書館及び町田市ホームページでご覧いただけます。

まちだの台所事情 ―貯金（基金積立金）と借金（市債）はどれくらいあるの？新公会計を活用した予算編成について

市民一人あたり予算の使い道

　基金積立金は、家計にたとえると貯金にあたるものです。
　「財政調整基金」では、歳入が足りない時に取り崩し、逆にお金が余った時には、積み立てして
年度間の財源を調整しています。
　２０１７年度末現在高見込額は、２０１６年度末と比較して３１億８１９０万円下回りますが、今後
２０１６年度の剰余金などを積み立てることで、現在高を確保します。

基金積立金（貯金）の状況

区　分 ２０１６年度末
現在高見込額

２０１７年度中増減見込み ２０１７年度末
現在高見込額当初予算積立見込額 当初予算取崩見込額

財政調整基金 ７１億６４６６万円 ２７万円 ３１億８２１７万円 ３９億８２７６万円
その他特定目的基金※ ７９億１７８７万円 ２６億９２６２万円 １０億８１５７万円 ９５億２８９２万円

合　計 15０億８253万円 2６億９2８８万円 42億６3７4万円 135億11６８万円
※�その他特定目的基金：あらかじめ使い道を決めて積み立てや取り崩しをする基金で、公共施設整備等基金や、
福祉基金などがあります。

　市債とは、家計にたとえるとローンにあたるものです。
　公共施設などをつくるために必要となる多額の資金を長期ローンとして借り、将来利用する
市民との費用負担を公平にしています。ただし、借金であることには変わりはないので、借り入
れには十分気をつけています。また、特別会計の市債は、医療収益や下水道使用料をもとに返済
していきます。

市債（借金）の状況

会計区分 ２０１６年度末
現在高見込額

２０１７年度中増減見込額 ２０１７年度末
現在高見込額起債見込額 元金償還見込額

一般会計 ７６８億１９９０万円 ６４億２１００万円 ５８億３７８４万円 ７７４億３０６万円
下水道事業会計 ４８９億７２４０万円 ２９億４９３０万円 ２８億３２４１万円 ４９０億８９２８万円
病院事業会計 １２６億３０５２万円 ７８００万円 ６億７３０６万円 １２０億３５４６万円
合　計 13８4億22８1万円 ９4億4８3０万円 ９3億4331万円 13８5億2７８０万円

※６・７面の各金額は、四捨五入による端数処理を行っているため、合計と合致しない場合があります。

億円 1367 1372 1369 1384 1385

2013 2014 2015 2016（見込）2017（見込）年度

714 738 752 768 774

653 633 617 616 611
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市債現在高の推移 ＝一般会計＝特別会計市民一人あたりに
換算すると…

※人口：４２万８５７２人
　（２０１７年１月１日現在）

財政調整基金（貯金）の残高
(2017年度末見込）
9293円

市債（借金）の残高
(2017年度末見込)
32万3231円

市民一人あたりの予
算額34万1033円の
うち、市税でどのく
らい負担しているの
ですか？

市民一人あたりの予算額に対する
市税負担額は15万9431円で、ほ
ぼ半分を占めています。
　残りの半分は、国・都支出金
10万6313円や、
基金の取り崩し
1万5315円、市
債1万4982円な
どにより賄われ
ています。

　２０１７年度一般会計予算額を、２０１７年
１月１日現在の町田市の人口（４２万８５７２
人）で割って算出しました。

　２０１２年４月から市区町村としては全国で初めて、日常の会計処理の中で複式
簿記を行う新公会計制度を導入しました。２０１６年８月に公表した「平成２７年度
（２０１５年度）町田市課別・事業別行政評価シート」では、事業の有効性・効率性の
検証により、さまざまなマネジメント上の課題を明らかにしました。２０１７年度
予算編成にあたっては、明らかになった事業のマネジメント上の課題を解決で
きるように、予算に反映させました。
　市では、ＰＤＣＡサイクルを意識した“評価から計画へ”つながる取り組みを進
めることによって、市民サービスの向上を図ります。

予算に反映�
させた取組 件　数 予算反映額

成果向上に向
けた取組強化 ６８件 １６億７４１７万円

行政運営の見
直し ２８件 －２億７７７５万円

歳入確保 １０件 ７億８８３８万円
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予算に反映

課題解決方法の検討

成果を達成できる
ように業務を実施

「課別・事業別
行政評価シート」で
マネジメント上の
課題を明らかにする

備や観客席増設の設計等を行う。� １１億８４２４万円　　
芹ヶ谷公園芸術の杜整備事業　芹ヶ谷公園再整備基本計画に
基づき、さわやかみどりゾーンの設計と小田急線側の密集した
樹木を間伐する。� ５５７８万円
公園・緑地整備事業　鶴川地域の観光拠点の一つとするため、
香山緑地の基本構想を策定する。また、三輪緑地に管理棟を整
備し、散策者の利便性向上を図る。� １億６７０６万円
【新規】スポーツをする場の環境整備事業　学校跡地や調整
池、都市計画道路の高架下等、限られたスペースを有効に活用
し、スポーツ施設を整備する。� １億８３１万円
中心市街地整備事業　「町田市中心市街地まちづくり計画
『“夢”かなうまちへ』」に基づき、中心市街地重点検討地区の整
備検討を進める。� ２３５７万円
外国人観光客等受入推進事業　町田市に多くの外国人観光客
を誘客するための受け入れ環境を整える。� １１１５万円
創業支援・企業等立地促進事業　市内産業の持続的な発展の
ため、創業の支援及び企業の立地を促進し、市内経済活動を活
性化させ、雇用拡大につなげて税収増加を図る。� ３１３３万円
高ヶ坂縄文時代遺跡公園整備事業　国指定史跡である高ヶ坂
縄文時代遺跡のうち、牢場・八幡平遺跡の遺跡公園整備工事を
行う。� ５０４５万円

賑わいのあるまちをつくる

暮らしやすいまちをつくる
多摩都市モノレール延伸促進事業　多摩都市モノレ
ール延伸事業実施に向けた路線計画に関する調査検
討を行う。また、導入空間の確保に向け、都市計画道
路の調査等を実施する。� ６８１８万円
小田急多摩線延伸促進事業　小田急多摩線の延伸事
業実施に向けた必要な調査を相模原市と共同で実施
する。� １０００万円
【新規】路線バス利用促進事業　小山田桜台バス停の
乗り継ぎ拠点化を図り、唐木田方面へのバス路線導
入に向けた検証運行を実施する。また、町田市役所市
民ホール前バス停の発着場を増設する。� ７１３５万円
循環型施設整備事業　循環型社会の形成に向け、熱
回収施設等（焼却施設、バイオガス化施設、不燃・粗大
ごみ処理施設）並びに、相原地区及び上小山田地区に
ごみの資源化施設の整備を進める。� ２２億５９８３万円
都市計画道路整備事業　円滑に移動できる道路網を実
現するため、都市計画道路を整備する。�４億８３２４万円

忠生5７９号線・忠生６3０号線新設改良事業　円滑� �
な通行のため、都市計画道路と生活道路を結ぶ準幹線
道路を整備する。� ２億１万円
相原駅周辺街づくり事業　相原駅西口駅前及び東口
のアクセス路沿道の土地利用を検討する。� ３５７万円
鶴川駅周辺街づくり事業　「鶴川駅周辺再整備基本方
針」に基づき、北口広場や南北自由通路の調査設計を
行う。また、南口は土地区画整理事業やアクセス路の
測量を行う。� ８６７９万円
【新規】水素ステーション誘致事業　水素社会の実現
に向け、移動式水素ステーションの誘致を行う。�
� １４４０万円
北部丘陵整備事業　里山環境の回復、保全を図るとと
もに、観光資源として活用することで、地域の活性化
を目指す。� ２９３２万円
【新規】空家対策事業　「町田市空家０

ゼロ

計画」に基づき、
空家の発生予防や未活用空家の不動産市場での流通
などを促進するため、相談窓口の設置や空家の所有者
等への支援を行う。� ９３１万円

Ⅳ

選ばれ続けるまちだの実現
～町田市5ヵ年計画17－21スタート！

子どもや障がい者、
高齢者などの
医療・生活支援のため
17万8274円
（前年度比+1392円）

市政の運営のため
4万548円（前年度比+6488円）

市民の健康やよりよい生活環境のため
3万3068円（前年度比+3141円）

道路や公園、区画整理などのため
2万9819円（前年度比+3215円）

小・中学校や文化、スポーツなど教育のため
2万6738円（前年度比－2104円）

市債の返済のため
1万5248円

消防・防災のため1万2407円 その他4932円

※前年度比1000円以上の増減があったところのみ、前年度比を掲載しています。


